
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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富山大学生協（五福キャンパス）

プレ総代会
取り組み概要

日時：2023/5/17(水) 17:00〜18:00
場所：富山大学五福キャンパス
参加者数や組合員の反応：15人の組合員
が参加した。

POINT.1

プレ総代会は15人の参加者を4班に分けて実施されました。その際、
意見を出してもらう前に、アイスブレイクの時間を20分取り、参加者
同士が発言しやすい雰囲気を作っていました。アイスブレイクでは、
「嘘発見！自己紹介」というゲームをしていました。自己紹介の中に
嘘を１つ混ぜて、他の人がどれが嘘かを探すゲームです。どの班も非
常に盛りあがり、次の意見出しの時間に向けて、しっかり班の雰囲気
をほぐすことができていました。

アイスブレイクで雰囲気作り

POINT.2

すべての班にGLを設けて、アイスブレイクのときから積極的に班
を盛りあげていました。意見出しの時間も相槌を打ちながら参加者の
話を聞いたり、質問をしたり、他の参加者へ発言を促したりとお手本
のようなGLをしていました。
交流後には、班の1人に代表してどのような意見が出たのかを発表

してもらっていました。その際に少しふざけながらそれとなく発表を
促す様子も見られ、明るい雰囲気で交流できていたことが伺えました。

各班にGLを配置

背景や概要：総代会前に発言しやすい環
境で組合員から大学生協への要望を集め
るために行われた。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 問山 智美 ] 
Toiyama.Tomomi@univ.coop

POINT.3

「大学生活で困った・困っていること」、「こんなのがあればいい
な」の2点について、それぞれ20分の時間を取り、意見を出してもら
いました。大学生協への意見、大学への意見関係なく聞き出し、とに
かくたくさんの意見を出してもらいました。大学生協だけと制限をし
ないことで、参加者も意見が出しやすかったと思います。ただ、模造
紙と2種類の付箋を使い、大学生協への意見か大学への意見かをきち
んと区別しながら交流を進めていました。

とにかく多くの意見を

全国大学生協連
関西北陸ブロック

執筆者：問山智美
協力：富山大学生協
発行日：2023年7月20日

第238号

[ 組織運営 ]


	オーソドックスパターン
	スライド 1


